
薬史学雑誌投稿規定

(2003年 4月 改訂)

1.投 稿者の資格 :原則として本会々員であること.会 員外の原稿は編集委員会の承認を経て掲載する

ことがある.

2.著 作権 :本誌に掲載された論文の著作権は日本薬史学会に属する。

3.原 稿の種類 :原稿は医薬の歴史,お よびそれに関連のある領域のものとする。ただし他の雑誌 (国内

国外を問わない)に 発表 したもの,ま たは投稿中のものは掲載しない。

a。 原報 :著者が新知見を得たもので和文,英 文のいずれでもよい。原則として図版を含む刷上り6

ページ (英文も6ペ ージ)を 基準とする.

b.ノ ー ト:原報にくらべて簡単なもので, 断片的あるいは未定の研究報告でもよい。和文 。英文ど

ちらでもよい。図版を含む刷上り2ペ ージを基準とする。

c.史 伝 :医薬に関係した人,所 ,事 蹟等に関する論考,刷 上り6ペ ージを基準とする.

d.史 料 :医薬に関する文献目録,関 係外国文献の翻訳など,刷 上り6ペ ージを基準とする.

e.総 説 :原則として本会から執筆を依頼するが, 一般会員各位の寄稿を歓迎する。 そのときはあら

かじめ連絡していただきたい.吊1上り6ペ ージを基準とする。

f.雑 録 :見学,紀 行,内 外ニュースなど会員各位の寄稿を歓迎する.刷 上り2ペ ージを基準とする。

4.原 稿の体裁 :薬史学雑誌最近号の体裁を参照すること.和 文は楷書で平がな混り横書とし, かなづ

かいは現代かなづかいを用い,」IS第 2水準までの漢字を使用する。それ以外の文字については,作 字

(有料)可 能な場合と別途,著 者に相談する場合とに分けて処理する。なお原報およびノートには簡潔

な英文要旨を著者において作成添付すること (英文の場合は和文要旨を同様に付すこと).

和文原稿は400字詰原稿用紙またはワードプロセッサー (A4,横 書 20字 ×25行 )に よるものとす

る。英文原稿は良質厚手の国際判 (21×28cm)の 白地タイプ用紙を用い,黒 色で 1行おきにタイプ印

書すること.

英文原稿については, あらかじめ英語を母語とする人, またはこれに準ずる人に校閲を受けておく

こと,

5.原 稿の送り先 :本原稿 1部,コ ピー 1部 を 「(郵便番号 H30032)東 京都文京区弥生 2416,(財 )学

会誌刊行センター内,日 本薬史学会」宛に書留で送ること.封 筒の表に 「薬史学雑誌原稿」と朱書する

こと。到着と同時に投稿者にその旨通知する.

6.原 稿の採否 :原稿の採否は編集委員会で決定する。採用が決定された原稿は, 原稿到着日を受理日

とする.不 採用または原稿の一部訂正を必要とするときはその旨通知する。この場合,再 提出が,通 知

を受けてから3カ 月以後になったときは,新 規投稿受付として扱われる.ま た,編 集技術上必要がある

ときは原稿の体裁を変更することがある。

7.特 別掲載論文 :投稿者が特に発表を急ぐ場合は,特 別掲載論文としての取扱いを申請することがで

きる。この場合は印刷代実費を申し受ける。

8.投 稿料,別 刷料および図版料 :特別掲載論文以外の投稿論文は,次 の各条項によって個別に計算する。

①原稿の種類が,原 報かその他 (総説 。ノート・史伝 。史料 。雑録など)の 何れか

②原稿の刷り上がりの長さが基準 (6ページ)以 内か,そ れを越えているか

③フロッピーディスク (FD)の 添付があるか否か
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請求金額の基準を表示すれば :

1ペ ージ当たり単価

論文の種類

FDな し        FDあ り
刷上がリページ

(和文) (英 文) 鰤日文) (英 文)

6ペ ージまで 3,000 3,500    3,000    3,500

原  報
超過分 5,000 5,500    4,000    4,500

6ペ ージまで 1,500 2,000    1,500    2,000
その他

超過分 5,000 5,500    4,000    4,500

版下料,凸 版料,写 真製版料,別 冊印刷 ・製本料については,別 に実費を申し受ける。別冊の希望部

数については,投 稿の際に申し込むこと。

9.正 誤訂正 :著者校正を 1回行う。論文出版後著者が誤植を発見したときは, 発行 1カ月以内に通知

されたい。

10.発 行期日 :原則として年 2回,6月 30日 と 12月 30日を発行日とし,発 行日の時点で未掲載の投稿

原稿などが滞積 している場合は,そ の中間の時期に 1回限り増刊発行することがある。

この規定は,第 38巻第 1号 (2003)より実施する.

(円)


